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御殿場市プレスリリース（令和６年３月15日）

場　所 御殿場市役所 東館２０２・２０３会議室

内　容

（方法、対象
者、数量等）

御殿場市・裾野市・小山町・６金融機関

事務局：御殿場市
企画課 企画調整ｽﾀｯﾌ

0550-82-4421

件名
脱炭素にまったなし！

　２市１町と６金融機関 【共同記者会見】 ※全首長出席
【富士山東麓エコガーデンシティ地域循環共生圏】

担当部課
スタッフ名

企画戦略部　企画課　企画調整スタッフ

新規・継続別（どちらかに○印）:　新　規　・　継　続

日　時

ＳＤＧｓにおける位置付け（該当するゴールに○印）

その他の
関係者 立会人：静岡県政策推進局長

目的・趣旨
(特に伝えたいこと)

ゼロカーボンシティ実現に向けた「2030年温室効果ガス46％削減」まで残りわずか６年。排
出量の６割を占める産業・業務部門、２割を占める家庭部門等の脱炭素促進に向け、地域
循環共生圏２市１町と６金融機関が連携し、大きく踏み出します。

主催者

令和６年３月２６日（火）　午前１０時３０分～午前１１時００分

市長コメント

添付資料：　　有　　　無

１. 概 要

　「地球温暖化対策計画」（2021年3月閣議決定）の中間目標
　　　　　　　　2030年まであと６年に迫る！
　「富士山東麓エコガーデンシティ地域循環共生圏」を構成する２市１町では、官民一丸と
なった脱炭素の実効的取組を実施します。
　御殿場市とパートナーシップ協定（平成２８年２月）を締結し、２市１町を営業圏域とする６
金融機関の協力を得て、温室効果ガス排出量の６割を占める産業・業務部門、２割を占め
る家庭部門等における“脱炭素”を強力に促進します。

２. 参加金融機関
静岡銀行、スルガ銀行、静岡中央銀行、沼津信用金庫、JA富士伊豆、静岡県労働金庫

３. 共同記者会見の内容
①開会　②出席者紹介　③趣旨説明　④挨拶（各首長、各金融機関、立会人の静岡県）
⑤写真撮影　⑥質疑応答　⑦閉会

４. 具体的な取組 …「２市１町地域循環共生圏域モデル※」の展開
※地域循環共生圏２市１町と地域金融機関が連携し“温室効果ガス排出量の見える
化”を始め、それぞれの特色・強みを生かして脱炭素に取組む枠組
〈取組例〉
・温室効果ガス排出量無料算定ツール「しずおかGXサポート」を活用し、企業の温室効果
ガス排出量“見える化”を促進。各金融機関を通して集約した排出量データを行政と連携さ
せ、環境施策の企画立案、推進に活用する。
・脱炭素支援制度等の啓発など、各金融機関の特色・強みを生かして協力。

ゼロカーボンシティ実現のためには、地域経済の要であり、産業界や
各家庭と密接な関わりのある金融機関の協力が不可欠です。地域循
環共生圏を構成する２市１町と金融機関が力を合わせ、脱炭素の実効
的な取組を、富士山の麓から大いに進めていきたい。

部長確認印

担当者名
（統括職以上）

副参事　鈴木隆広 0550-82-4421（直通）


